
宮城県

日経ビジネスイノベーションフォーラム知事講演資料等

資料８



宮城県

空港から始まる地域活性化

～ 民の力で早期復興を！ ～

宮 城 県 知 事 村 井 嘉 浩

平 成 24 年 7 月 26 日

日経ビジネスイノベーションフォーラム
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【仙台空港】

○設置管理者：国土交通大臣

○空港法上の種別：拠点空港

○所在地： 宮城県名取市，岩沼市

○面積： 238.62ha

○滑走路：2本（1,200m，3,000m）

○運用時間： 7:30～21:30 （14時間）

○運行路線:

国内線：札幌，成田，小松，名古屋，大阪，広島，福岡，沖縄

国際線：ソウル，グアム，上海/北京，大連/北京，長春，台北

※長春線は7月末再開予定

○ｱｸｾｽ：ｱｸｾｽ鉄道によりＪＲ仙台駅まで最速17分

○ｴｱｶ ｺー ﾀ゙ー ﾐﾅﾙ：航空会社貨物棟，国内貨物代理店棟

１ 仙台空港の概要

・ 東北唯一の国管理空港
・ 東北の航空貨物の拠点（エアカーゴターミナル併設）
・ 海外７都市，国内８都市へのネットワーク
・ ＪＲ仙台駅とはアクセス鉄道の利用により乗換なしで最速17分
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台北

仙台エアカーゴターミナル

都市名 便数

ソウル 毎日

グアム 2往復／週

台北 2往復／週

上海／北京 2往復／週

大連／北京 2往復／週

長春 2往復／週

仙台空港ビル

都市名 便数

札 幌 １２往復/日

成 田 2往復/日

小 松 1往復/日

名古屋 ６往復/日

大 阪 15往復/日

広 島 1往復/日

福 岡 ６往復/日

那 覇 1往復/日（H24年7月現在）

長春
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２ 仙台空港等の被災状況

・ 平成23年3月11日14時46分東日本大震災発生・15時56分津波襲来
・ 空港全体にがれき・車輌が流入
・ ターミナルビルは１階が水没 ※津波の高さ3.02m
・ エアカーゴターミナルの保税蔵置場等は津波及び火災により使用不能
・ アクセス鉄道は，仙台空港駅及び空港トンネルを中心に甚大な被害

津波襲来（ターミナルビルから）

がれきと土砂が堆積したロビー

仙台空港ビル(株)の概要
設立：昭和45年11月
資本金：32億円
売上高：17億27百万円（H22年度）
主な株主：県，仙台市，全日空，日本航空等

仙台ｴｱｶｰｺﾞﾀｰﾐﾅﾙ(株)(SACT)の概要
設立：平成5年4月
資本金：14億3,750万円
売上高： 1億41百万円（H22年度）
主な株主：県，政投銀，仙台市，空ﾋﾞﾙ等

仙台空港ｱｸｾｽ鉄道(株)(SAT)の概要
設立：平成12年4月
資本金：71億2,900万円
営業収益：6億36百万円（H22年度）
主な株主：県，仙台市，名取市，JR東日本等
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３ 仙台空港の復旧のあゆみ

トモダチ作戦による米軍の車輌撤去

4/13民間機の運航再開

・ 米軍のトモダチ作戦等により，わずか1ヶ月という驚異的なスピードで空港が復旧
・ 中国温家宝首相，韓国李明博大統領，米国バイデン副大統領が特別機で仙台
空港に降り立ち，被災者を激励
・ 国内線は昨年7月に全線再開
・ 国際線も今年7月下旬の長春線再開により震災前の6路線に回復

避難者を激励する温首相

被災状況の説明を受ける李大統領

10月30日

9月25日 仙台－ソウル線再開

10月 2日 仙台－グアム線再開

3月25日 仙台－上海－北京線再開

3月27日 仙台－大連－北京線再開

仙台－台北線再開

【平成24年】

【平成23年】

7月30日 仙台－長春再開(予定)

これまでの経過

5月21日 中国温家宝首相，韓国李明博
大統領来県

8月22日 米国バイデン副大統領来県

4月13日 民間機の運航再開

7月25日 国内定期便・全線運航再開

3月12日 米軍によるﾄﾓﾀ゙ ﾁ作戦(～4/11)
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・仙台空港の旅客数は世界的な経済不況等により平成20年度以降大きく減少
・震災の影響を受けた平成23年度は定期路線の長期運休により185万人にまで減少
・減少する旅客を回復させ，ピーク時の倍の600万人にしたい

【仙台空港乗降客数の推移】 （単位：人）

約339万人
（出典：空港管理状況調書 H23年度のみ宮城県調べ）
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・仙台空港貨物取扱量は，平成12年度を境に年々減少し，平成22年度は1万1千㌧程度

・減少する貨物取扱量を回復させ，ピーク時の倍の5万㌧にしたい

【仙台空港貨物取扱量の推移】 （単位：トン）

約2.5万ﾄﾝ （出典：空港管理状況調書 H23年度のみ宮城県調べ ※貨物量から郵便は除く）
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・海外には民間委託を通じて，大きく旅客数を伸ばしている空港が存在

・ゴールドコースト空港は，２大ＬＣＣの拠点空港となったことで，旅客数は１０年で2.5倍に

・ロンドンシティ空港は，市街地中心部に近い特性を生かし，ビジネス客に特化したマーケティ
ングを展開し成功

ロンドンシティ空港の概要
民営化時期：1987年（2006年GIPが経営に参画）
特徴：ビジネス客に特化したマーケティングを展開し，利用客の

７割がビジネス客。ビジネスジェットの発着も多数。
旅客数：約158万人（2000年）→299万人（2011年）

ゴールドコースト空港の概要
民営化時期：1998年
特徴：ｼｪ゙ｯﾄｽﾀｰとｴｱｱｼﾞｱXという２大LCCの拠点空港

民営化時点で3都市だった就航都市は大幅に拡大
旅客数：約200万人（2000年）→517万人（2010年）

出所）ゴールドコースト空港プレゼンテーション資料より 出所）ロンドンシティ空港ホームページ等より

http://en.wikipedia.org/wiki/File:London_City_Airport_Zwart.jpg
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・ 国による国管理空港の運営の民間委託の推進の動き

・ 空港関連5事業の一体的経営に向けた検討開始 （滑走路，駐車場，空ﾋﾞﾙ，SACT，SAT）

・ 県による「仙台空港等活性化検討会及び臨空地域等活性化検討会」の立ち上げ

・ 民間事業者有志による３つの研究会の立ち上げ → 国，民間，県の三位一体による運営，5事業全体最適化を提言

仙台空港等活性化検討会 臨空地域等活性化検討会

仙台空港
活性化研究会

仙台空港周辺
開発研究会

国際物流
拠点化研究会

連携

提言・報告提言・報告提言・報告

具体的
検討

知事による５事業一体化について検討指示（H23.9）

旅客ﾀｰﾐﾅﾙ 貨物ﾀｰﾐﾅﾙ ｱｸｾｽ鉄道駐車場滑走路

仙台空港等活性化検討会・臨空地域等活
性化検討会
メンバー：商社，銀行，関係団体，国，地元自

治体等（25団体）
開催状況：2回（H24:2/8,5/29）
内容：基調講演，情報提供，意見交換等

仙台空港活性化研究会
・参加企業：三菱商事，三井物産，住友商事
・開催状況：4回
・国，民間，県の三位一体による運営を提言

国際物流拠点化研究会
・参加企業等：日本通運，三井物産，住友商事，
三井不動産，三菱地所，東北経済連合会

・開催状況：5回
・国際貨物集荷に向けた方策を提言

仙台空港周辺開発研究会
・参加企業：住友商事，三井不動産，三菱地所
・開催状況：4回
・空港の中長期ｲﾒー ｼ゙から必要な施設等を提言PFI法の公共施設等運営権制度を活用した

国の国管理空港の運営等の民間委託を推進する動き

・国，民間，県の三位一体による運営
・５事業全体最適化

・周辺も含めた成長戦略
をもった空港経営

・特区を活用した高次ｻー ﾋ゙ｽ
可能な物流拠点の整備
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８ 私の描くみやぎ国際ビジネス・観光拠点化プラン

④ 国際物流拠点化プロジェクト

航空貨物の拠点化，仙台港の拠点化，地域産業
のグローバル化

② 海外誘客促進プロジェクト

インバウンド誘客促進，ＭＩＣＥ誘致，ビジネス

ジェット誘致

① 仙台空港活性化プロジェクト

仙台空港等の民間運営委託，仙台空港の防災
機能強化

③ 周辺地域活性化プロジェクト

新たな観光資源の創出，新産業の集積

・ 空港及びその周辺地域の活性化に向け，４つのプロジェクトを展開
・ まずは，仙台空港を活性化してヒトの流れ（海外誘客）を創出
・ 次に，ヒトの流れを促進させる新たな観光施設，新産業集積により周辺地域のにぎわいを創出
・ 併せて，生み出されたヒトの流れ・商流に対応したモノの流れ（国際物流拠点化）を創出

民間活力 特区制度の活用 抜本的再構築

①仙台空港

の活性化

④モノの流れ
の創出

③にぎわいの
創出

②ヒトの
流れの創出

国際観光拠点国際ビジネス拠点

海外誘客促進

シナジー効果

国際物流拠点化

周辺地域活性化

グローバルゲートウェイ再構築

インバウンド

新産業誘致 新たな観光資源

近接する空港と港湾

宮城県ホームページ
http://www.pref.miyagi.jp/fukensui/kyoten-planH24.html



宮城県

10

９ プラン実現に向けて（１）仙台空港の活性化

民間

地域
(県)

国

空港運営の
民間委託
実現

・規制緩和
・防災・災害対策

・利用者の利便性向上
・安全・安心な空港
・５事業の全体最適化
（滑走路，駐車場，旅客ﾀｰﾐﾅﾙ，貨物ﾀｰﾐﾅﾙ，ｱｸｾｽ鉄道）

・産業・観光振興
・企業誘致
・空港利用促進

仙台空港の活性化

・ 国，民間，地域（県）による三位一体型の新たな空港運営の実現を目指す
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９ プラン実現に向けて（２）空港周辺地域の活性化

・ 特区制度等を活用し，民間が投資しやすい環境整備を実施
・ オーダーメイドによる特区も検討

民間投資促進特区
・ものづくり産業８業種に対する

税制上の特例措置（自動車，高度
電子機械，食品関連，木材関連，医
療・健康関連，クリーンエネルギー
関連，航空宇宙関連，船舶関連）

・工場立地に係る緑地等規制の緩和

ＩＴ産業復興特区
・情報関連産業７業種に対する税

制上の特例措置（ソフトウェア，
情報処理・提供サービス，インター
ネット付随サービス，コールセン
ター，ＢＰＯオフィス，データセン
ター，設計関連，デジタルコンテン
ツ関連）

既存の特区制度

(仮称)みやぎ国際ビジネス･
観光拠点化特区

・ビジネスジェット誘致に向けた
規制緩和（ビジネスジェット国内移動
許可申請の短縮等）

・商業施設，宿泊施設，観光施設
の立地に向けた税制優遇

・保税工場，保税倉庫の集積に向け
た税制優遇

・４５フィートコンテナ利用促進に
向けた税制・財政上の支援措置
など

・ ．． ．．．．．．．．．．（ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ）
・ ．． ．．．．．．．．．．（ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ）
・

今後検討する特区

③新規立地促進税制

④研究開発税制

①特別償却又は税額控除

②法人税等の特別控除

国税

地方税

法人事業税
不動産取得税
固定資産税 の減免

税制上の特例措置
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民間企業の皆様の宮城県への投資をお願い
いたします。
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結び

問い合わせ先
宮城県 経済商工観光部 富県宮城推進室 政策推進班 電話：０２２－２１１－２７９２
宮城県 土木部 空港臨空地域課 空港振興班 電話：０２２－２１１－３２２８


